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「Requirements Driven Developer」とは

「Requirements Driven Developer」はシ

ステム開発における要求駆動な開発をサ
ポートするツールです。

「Requirements Driven Developer」では

自然言語処理を用いることにより顧客との
ヒアリング結果を文書化したものから即座
にモデル、ソースコードを生成することが
できます。
ヒアリング中にダイアグラムや実際に動く
アプリケーションを顧客に提示することで
要求の精度を飛躍的に高めることができ
ます。

また、要求を最初からモデルとしてツール
上で扱えるようにすることで要求分析
フェーズの成果物を後フェーズで有効に
利用することが可能になります。



アーキテクチャー

「Requirements Driven Developer」はシ

ステム開発の現場に導入しやすいように
Eclipse Pluginとして開発されています。

ヒアリング内容を文書化したものを取り込
み自然言語処理を用いてモデルに変換し
ます。また、モデルからソースコードを出力
することができます。



「Requirements Driven Developer」を利用した開発

Eclipse Pluginとして開発されていることに

よりソースコード生成機能によって生成さ
れたアプリケーションはWTPを利用して開

発を継続することが可能になっています。
このことにより要求分析フェーズの成果物
を以降のフェーズで最大限に利用すること
ができます。


